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１．調査の目的 

 

本調査は、人工呼吸器の装着など、特に自宅における在宅医療を必要とする方（医療的ケア児者）

の地域生活を支える仕組みを検討するとともに、災害等緊急時の安全確保のため、その生活状況、医

療・福祉・生活支援・教育等のニーズや災害等緊急時の課題等を把握することを目的として実施した。 

 

２．調査設計 

 

（１）調査地域 福岡県内全域 

（２）調査対象者 医療的ケア児者及びその介助者 

（３）調査票配布先 医療機関、居宅介護事業所、訪問看護ステーション、保健所、特別支援学校、

各市町村保健・福祉担当部署 

（４）調査実施スキーム 
 

①調査票発送
②当事者、介助者へ配布
③調査票回収
④回収した回答の送付
⑤データ入力、分析
⑥調査報告

県

各事業所
市町村　等

委託業者

当事者、介助者

①

②

③

④ ⑤

⑥

 

 

３．調査主体と調査集計機関 

 

調 査 主 体：福岡県福祉労働部 障がい福祉課 

調査集計機関：株式会社 西日本リサーチ・センター 

 

４．結果の記載方法および利用上の注意 

 

①数表、図表、文中に示すＮ、ｎは、回答率算出上の標本数である。 

  Ｎ＝標本全数  ｎ＝該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数） 

②文中の選択肢の表記は「 」で行い、選択肢のうち、２つ以上のものをまとめて表す場合は『 』

で表記している。 

③各選択肢の回答率（％）は、小数点以下第二位を四捨五入しているため、合計は 100％にならな

い場合がある。図表中の「－」は、回答が０人であったものを表している。 

④各設問とも、回答者数を回答率算出の基礎としているため、複数回答の設問では、各選択肢の

回答率の合計が 100％を超える場合がある。 
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 §１．対象者属性等について 

 

（1）対象者属性 

対象者の属性は、以下の通りとなっている。 

 

性 別 
 

男 性

52.7%
女 性

43.8%

不 明

3.4%

全体(N＝292)
  

 

年 齢 
 

【平均＝35.95才】

６

才

未

満

６

11

才

12

17

才

18

29

才

30

39

才

40

49

才

50

59

才

60

69

才

70

79

才

80

才

以

上

不

　

明

17.5 
18.5 

10.6 

8.6 

3.4 
2.0 2.7 

7.9 

12.7 13.0 

3.1 

0

5

10

15

20

25
全体(N＝292)

％

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

 

 

居住エリア 
 

福
岡

・
糸
島

粕
　

屋

宗
　

像

筑
　

紫

甘
木

・
朝
倉

久
留

米

八
女

・
筑
後

有
　

明

飯
　

塚

直
方

・
鞍
手

田
　

川

北
九

州

京
　

築

不
　

明

31.8 

5.5 

1.7 

9.2 

1.7 

8.9 

2.1 
4.5 3.8 3.1 

1.4 

18.2 

4.5 3.8 

0

10

20

30

40
全体(N＝292)

％
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手帳・受給者証 
 

身
体
障
害
者

手
帳

療
育
手
帳

精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手

帳 小
児
慢
性
特

定
疾
病
医
療

受
給
者
証

そ
の
他

手
帳
等
を

持っ

て
い
な

い 不
　
明

83.9 

38.7 

0.3 

15.8 

6.5 
3.4 5.8 

0

20

40

60

80

100
全体(N＝292)

％

 

 

身体障害者手帳の等級 療育手帳 
 

１ 級

87.8%

２ 級

3.7%

３ 級

5.3%

４ 級

2.9%

５ 級

0.4%

６ 級

0.0%

全体(n＝245)
 

Ａ １

77.0%

Ａ ２

11.5%

Ａ ３

6.2%

Ｂ １

2.7%

Ｂ ２

2.7%

全体(n＝113)
    

 

精神障害者保健福祉手帳 一人歩きができる人の手帳所持 
 

１ 級

0.0%

２ 級

100.0%

３ 級

0.0%

全体(n＝1)
 

単位：上段％、下段：実数
サ

ン

プ

ル

数

身

体

障

害

者

手

帳

療

育

手

帳

精

神

障

害

者

保

健

福

祉

手

帳

小

児

慢

性

特

定

疾

病

医

療

受

給

者

証

手

帳

等

を

持

っ

て

い

な

い

そ

の

他

不

　

明

100.0 69.0 28.6 2.4 26.2 2.4 16.7 4.8

42 29 12 1 11 1 7 2

一人歩きができ

る



 

4 

（2）主な介助者 

主に介助を行っている続柄を尋ねたところ、「母」（58.2％）が約６割を占め最も多く、以下、「配

偶者」（17.1％）、「子」（7.2％）と続いている。 

 

 

主な介助者 
 

父 母 兄
弟
姉
妹

祖
　
父

祖
母

子 配
偶
者

そ
の
他

不
　
明

1.4 

58.2 

1.4 - 0.3 

7.2 

17.1 

5.8 
8.6 

0

20

40

60

80
全体(N＝292)

％

 

 

（3）調査票の入手先 

調査票の入手先を尋ねたところ、「訪問看護ステーション」（37.0％）が最も多く、以下、「居宅

介護事業所」（18.5％）、「学校、特別支援学校」（17.5％）、「医療機関」（11.6％）、「市町村の保健・

福祉担当部署」（6.5％）、「保健所」（1.0％）と続いている。 

 

 

調査票の入手先 
 

居

宅

介

護
事

業

所

訪

問

看

護
ス

テー

ショ

ン

保

健

所

学

校、

特
別

支

援

学

校

市

町

村

の
保

健

・

福

祉
担

当

部

署

医

療

機

関

不

　

明

18.5 

37.0 

1.0 

17.5 

6.5 

11.6 10.6 

0

10

20

30

40

50
全体(N＝292)

％
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（4）現在の生活状況 

医療的ケアが必要な人の現在の生活状況を尋ねたところ、「自宅やグループホームで生活してい

る」（73.3％）が７割以上と大半を占め、以下、「一時的に病院などに入院している」（8.2％）、「障

がい児入所施設や介護老人保健施設などの施設に入所している」（3.4％）と続いている。 

 

 

現在の生活状況 
 

自
宅
や
グ
ルー

プ
ホー

ム

で
生
活
し
て
い
る

一
時
的
に
病
院
な
ど
に
入

院
し
て
い
る

障
が
い
児
入
所
施
設
や
介

護
老
人
保
健
施
設
な
ど
の

施
設
に
入
所
し
て
い
る

不
　
明

73.3 

8.2 
3.4 

15.1 

0

20

40

60

80

100
全体(N＝292)

％

 

 

※当質問で「障がい児入所施設や介護老人保健施設などの施設に入所している」と回答した人は

ここで終了のため、これ以降の質問の回答の全体数は異なる。 
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§２２２２．．．．医療的医療的医療的医療的ケアケアケアケアがががが必要必要必要必要なななな方方方方のののの状況状況状況状況についてについてについてについて    

 

１．現在の状態 

（1）気管切開 

気管切開をみると、「している」（44.0％）が４割以上を占め、「していない」は 52.8％となって

いる。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「している」と回答する人が多く、医療的

ケア児で気管切開をしている人は過半数を占めている。 

ちなみに、気管切開をしている人の開始してからの年数をみると、平均年数は 7.35年であるが、

「10年以上 15年未満」（16.1％）、「15年以上」（9.7％）など、比較的長い年数が多くみられる。 

 

気管切開の有無 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

している

44.0 

50.7 

38.8 

していない

52.8 

49.3 

56.8 

不 明

3.2 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

気管切開を開始してからの年数 
 

【平均＝7.35年】

２年未満

10.5%

２年以上

４年未満

20.2%

４年以上

６年未満

12.9%

６年以上

８年未満

9.7%

８年以上

10年未満

12.1%

10年以上

15年未満

16.1%

15年以上

9.7%

不 明

8.9%

全体(n＝124)
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（2）人工呼吸器 

人工呼吸器をみると、「装着している」（37.6％）は４割弱を占め、「装着していない」は 58.2％

となっている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示しているが、医療的ケア者は医療的ケ

ア児に比べ「装着している」と回答する人がやや多い。 

また、人工呼吸器を装着していると答えた人の機種をみると、「ＴＰＰＶ（気管切開）」（54.7％）

が「ＮＰＰＶ（マスク使用）」（19.8％）より多くみられる。 

同様に、人工呼吸器の使用時間をみると、「24 時間」（58.5％）が約６割を占め、「夜間のみ」

（23.6％）、「その他」（10.4％）と続いている。 

加えて、人工呼吸器のバッテリーの有無をみると、内部バッテリーについては「有」が 75.5％

（平均時間は 5.19時間）、外部バッテリーについては「有」が 39.6％（平均時間は 4.86 時間）と

なっている。 

ちなみに、人工呼吸器を装着している人の開始からの平均年数は 6.64年であり、「10年以上 15

年未満」（17.0％）、「15年以上」（4.7％）など、比較的長い年数が多くみられる。 

 

人工呼吸器の装着 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

装着している

37.6 

34.6 

42.4 

装着していない

58.2 

65.4 

51.1 

不 明

4.3 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

種  類                        使用時間 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ

Ｐ

Ｐ

Ｖ

（

気

管

切

開）

Ｎ

Ｐ

Ｐ

Ｖ

（

マ

ス

ク

使

用）

不

　

明

54.7 

19.8 

25.5 

0

20

40

60

80
全体(n＝106)

％

【平均＝10.10時間／日】

24時間

58.5%夜間のみ

23.6%

その他（１日の

使用時間）

10.4%

不 明

7.5%

全体(n＝106)
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内部バッテリー                    外部バッテリー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人工呼吸器を開始してからの年数 
 

【平均＝6.64年】

２年未満

12.3%

２年以上

４年未満

16.0%

４年以上

６年未満

14.2%
６年以上

８年未満

10.4%

８年以上

10年未満

9.4%

10年以上

15年未満

17.0%

15年以上

4.7%
不 明

16.0%

全体(n＝106)

 

 

【平均＝5.19時間】

有

75.5%

無

1.9%

不 明

22.6%

全体(n＝106)
【平均＝4.86時間】

有

39.6%

無

17.0%

不 明

43.4%

全体(n＝106)
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（3）在宅酸素療法 

在宅酸素療法をみると、「使用している」（51.4％）が過半数を占め、「使用していない」（42.9％）

を上回っている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示している。 

また、在宅酸素療法をしていると答えた人の使用時間をみると、「24 時間」（46.2％）が最も多

く、次いで「その他」（31.0％）、「夜間のみ」（9.0％）となっている。 

 

在宅酸素療法の使用 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

使用している

51.4 

51.5 

53.2 

使用していない

42.9 

47.1 

38.8 

不 明

5.7 

1.5 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

使用時間 
 

【平均＝5.75時間／日】

24時間

46.2%

夜間のみ

9.0%

その他

31.0%

不 明

13.8%

全体(n＝145)
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（4）吸引 

吸引をみると、「必要」（69.9％）と回答する人が約７割を占め、「必要なし」（25.9％）を大きく

上回っている。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者より「必要」と回答する人が多く、医療的ケア児

の必要度は８割以上を占めている。 

また、吸引が必要と答えた人の吸引方法をみると、「口鼻腔内吸引」（74.6％）が「気管吸引」

（60.4％）よりやや多くみられる。 

同様に、１日に必要な吸引回数をみると、「6 回から 11 回」（26.4％）、「0回から 5 回」（25.4％）、

「24 回以上」（23.4％）、「12 回から 23 回」（18.3％）となっている。 

ちなみに、吸引器の機能の有無をみると、充電器については「有」が 80.2％、足踏み式等非常

電源式については「有」が 10.2％、蘇生バッグについては「有」が 56.3％となっている。 

吸引の必要性 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

必 要

69.9 

83.1 

59.7 

必要なし

25.9 

16.2 

34.5 

不 明

4.3 

0.7 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

吸引の種類 1 日に必要な吸引回数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸引器・蘇生バッグの有無 
 

凡　例　全体(n＝197)

充電器付

足踏み式等非常電源式

蘇生バッグ

有

80.2 

10.2 

56.3 

無

10.7 

49.2 

34.0 

不 明

9.1 

40.6 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

口
鼻
腔
内
吸
引

気
管
吸
引

不
　
明

74.6 

60.4 

6.1 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝197)

％

０回から５回

25.4%

６回から11回

26.4%
12回から23回

18.3%

24回以上

23.4%

不 明

6.6%

全体(n＝197)
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（5）経管栄養 

経管栄養をみると、「必要」（65.6％）が６割強を占め、「必要なし」（30.1％）を大きく上回って

いる。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者より「必要」と回答する人が多く、医療的ケア児

の必要度は８割以上を占めている。 

また、経管栄養が必要と答えた人の種類をみると、「腸ろう」（78.9％）が最も多く、次いで「胃

ろう」（68.6％）、「経鼻」（28.6％）となっており、１日あたりの平均回数は 3.76 回である。 

同様に、持続注入ポンプ使用の有無をみると、「有」が 26.5％、「無」が 39.5％、「不明」が 34.1％

となっている。 

 

経管栄養の必要性 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

必 要

65.6 

81.6 

52.5 

必要なし

30.1 

18.4 

41.0 

不 明

4.3 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

経管栄養の種類 持続注入ポンプの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平均＝3.76回／日】

腸
ろ
う

胃
ろ
う

経
　
鼻

不
　
明

78.9 

68.6 

28.6 

0.5 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝185)

％

有

26.5%

無

39.5%

不 明

34.1%

全体(n＝185)



 

12 

（6）中心静脈栄養 

中心静脈栄養をみると、「必要」（1.8％）と回答する人は極めて少なく、「必要なし」（89.7％）

が大半を占めている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の結果となっている。 

 

中心静脈栄養の必要性 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

必 要

1.8 

2.2 

1.4 

必要なし

89.7 

95.6 

85.6 

不 明

8.5 

2.2 

12.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

（7）定期導尿 

定期導尿をみると、「必要」（9.2％）と回答する人は約１割にとどまり、「必要なし」（82.6％）

が大半を占めている。なお、必要と回答した人の回数をみると、「１日に３回以上」（42.3％）が「１

日に３回未満」（26.9％）より多くみられる。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の結果となっている。 

 

定期導尿の必要性 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

必 要

9.2 

5.9 

11.5 

必要なし

82.6 

93.4 

74.8 

不 明

8.2 

0.7 

13.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

１日の回数 
 

１日に

３回未満

26.9%

１日に３回以上

42.3%

不 明

30.8%

全体(n＝26)
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（8）体位交換 

体位交換をみると、「必要」（52.8％）と回答する人が半数以上を占め、「必要なし」（41.1％）を

上回っている。なお、必要と回答した人の回数をみると、「１日に６回以上」（47.0％）と「１日に

６回未満」（40.9％）はほぼ拮抗している。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の結果となっている。 

 

体位交換の必要性 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

必 要

52.8 

55.9 

51.8 

必要なし

41.1 

41.9 

40.3 

不 明

6.0 

2.2 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

１日の回数 
 

１日に

６回未満

40.9%１日に

６回以上

47.0%

不 明

12.1%

全体(n＝149)
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（9）その他使用している機器 

その他使用している機器をみると、「パルスオキシメーター」（47.2％）で最も多く、次いで「吸

入器」（39.7％）、「低圧持続吸引器」（16.3％）、「カフアシスト」（6.7％）、「輸液ポンプ」（5.3％）

となっている。 

区分別にみると、いずれ機器ともに医療的ケア児が医療的ケア者より使用率が高く、中でも「パ

ルスオキシメーター」、「吸入器」の使用率は５割以上を占めている。 

 

その他使用している機器 
 

パ
ル
ス
オ
キ

シ
メー

ター

吸
入
器

低
圧
持
続
吸

引
器

カ
フ
ア
シ
ス

ト 輸
液
ポ
ン
プ

不
　
明

47.2 

39.7 

16.3 

6.7 5.3 

36.5 

0

20

40

60
全体(n＝282)

％

 

 

単位：％
サ
ン
プ
ル
数

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メー

ター 吸
入
器

低
圧
持
続
吸
引
器

カ
フ
ア
シ
ス
ト

輸
液
ポ
ン
プ

不
　
明

282 47.2 39.7 16.3 6.7 5.3 36.5

医療的ケア児
（０～17才）

136 59.6 57.4 22.1 9.6 7.4 22.1

医療的ケア者
（18才以上）

139 36.7 23.7 11.5 4.3 3.6 48.2

全体

区
分
別
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（10）姿勢 

身体機能としての姿勢をみると、「寝たきり」（65.6％）が６割強を占め、「一人立ちできる」

（16.7％）、「つかまり立ちできる」（7.8％）、「自分で座れる」（5.0％）と回答する人は少ない。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示しているが、医療的ケア児は医療的ケ

ア者に比べ「寝たきり」と回答する人がやや多くみられる。 

 

姿 勢 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

寝たきり

65.6 

72.1 

61.9 

自分で座れる

5.0 

7.4 

2.9 

つかまり立ち

ができる

7.8 

2.9 

12.9 

一人立ちできる

16.7 

14.0 

18.7 

不 明

5.0 

3.7 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

（11）移動 

身体機能としての移動をみると、「一人では移動できない」（69.1％）が約７割を占め、「一人歩

きができる」（14.9％）と回答する人は１割程度にとどまっている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示しているが、医療的ケア者は医療的ケ

ア児に比べ「一人では移動できない」と回答する人がやや多くみられる。 

 

移 動 
 

一
人
で
は
移
動

で
き
な
い

一
人
歩
き
が
で

き
る

見
守
り
が
必
要

寝
返
り
が
で
き

る 背
ば
い
・
腹
ば

い
が
で
き
る

伝
い
歩
き
が
で

き
る

四
つ
ば
い
が
で

き
る

不
　
明

69.1 

14.9 
12.1 11.3 

8.2 
5.3 3.2 2.1 

0

20

40

60

80
全体(n＝282)

％

 
単位：％

サ
ン
プ
ル
数

一
人
で
は
移
動
で
き

な
い

一
人
歩
き
が
で
き
る

見
守
り
が
必
要

寝
返
り
が
で
き
る

背
ば
い
・
腹
ば
い
が

で
き
る

伝
い
歩
き
が
で
き
る

四
つ
ば
い
が
で
き
る

不
　
明

282 69.1 14.9 12.1 11.3 8.2 5.3 3.2 2.1

医療的ケア児
（０～17才）

136 65.4 14.7 13.2 14.7 14.0 3.7 5.1 1.5

医療的ケア者
（18才以上）

139 74.8 14.4 11.5 7.9 2.9 7.2 1.4 0.7

全体

区
分
別
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（12）食事 

身体機能としての食事をみると、「経管栄養（胃ろう、腸ろうを含む）」（63.8％）が６割以上を

占め、以下、「全面介助が必要」（20.9％）、「きざみ食、ペースト食を食べている」（10.6％）と続

いており、「介助の必要はない」（13.8％）と回答する人は１割程度にとどまっている。なお、経管

栄養の１日あたりの平均回数は3.78回、全面介助の１日あたりの平均回数は2.85回となっている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示しているが、医療的ケア児は医療的ケ

ア者に比べ「経管栄養（胃ろう、腸ろうを含む）」と回答する人が多くみられる。 

 

食 事 
 

経管栄養【平均＝3.78回／日】
全面介助【平均＝2.85回／日】

全面介助【平均＝1.81時間／日】

経
管
栄
養（

胃

ろ
う
・
腸
ろ
う

含
む）

全
面
介
助
が
必

要 き
ざ
み
食、

ペー

ス
ト
食
を

食
べ
て
い
る

見
守
り
が
必
要

一
部
介
助
が
必

要 介
助
の
必
要
は

な
い

不
　
明

63.8 

20.9 

10.6 9.6 
6.0 

13.8 

2.8 

0

20

40

60

80
全体(n＝282)

％

 

 

単位：％
サ
ン
プ
ル
数

経
管
栄
養（

胃
ろ

う
・
腸
ろ
う
含
む）

全
面
介
助
が
必
要

き
ざ
み
食、

ペー

ス

ト
食
を
食
べ
て
い
る

見
守
り
が
必
要

一
部
介
助
が
必
要

介
助
の
必
要
は
な
い

不
　
明

経
管
栄
養

平
均（

回
／
日）

全
面
介
助

平
均（

回
／
日）

全
面
介
助

平
均（

時
間
／
日）

282 63.8 20.9 10.6 9.6 6.0 13.8 2.8 3.78 2.85 1.81

医療的ケア児
（０～17才）

136 78.7 19.9 15.4 7.4 5.9 5.1 1.5 4.12 3.07 2.06

医療的ケア者
（18才以上）

139 51.8 21.6 5.8 12.2 6.5 21.6 2.2 3.26 2.72 1.65

全体

区
分
別
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（13）排泄 

身体機能としての排泄をみると、「全面介助が必要」（51.8％）、「常時オムツを使用している」

（47.2％）の二者が中心であり、「介助の必要はない」（9.9％）と回答する人は１割程度にとどま

っている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示しているが、医療的ケア児は医療的ケ

ア者に比べ「全面介助が必要」、「常時オムツを使用している」と回答する人が多くみられる。 

 

排 泄 
  

全
面
介
助
が
必

要 常
時
オ
ム
ツ
を

使
用
し
て
い
る

一
部
介
助
が
必

要 見
守
り
が
必
要

介
助
の
必
要
は

な
い

不
　
明

51.8 
47.2 

5.7 3.5 

9.9 

2.8 

0

20

40

60

80
全体(n＝282)

％

 

 

単位：％
サ
ン
プ
ル
数

全
面
介
助
が
必
要

常
時
オ
ム
ツ
を
使
用

し
て
い
る

一
部
介
助
が
必
要

見
守
り
が
必
要

介
助
の
必
要
は
な
い

不
　
明

282 51.8 47.2 5.7 3.5 9.9 2.8

医療的ケア児
（０～17才）

136 55.9 56.6 4.4 2.2 2.9 -

医療的ケア者
（18才以上）

139 48.9 38.8 7.2 4.3 16.5 3.6

全体

区
分
別
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（14）入浴 

身体機能としての入浴をみると、「全面介助が必要」（72.0％）が７割以上を占め、「介助の必要

はない」（3.9％）と回答する人は１割にも満たない。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「全面介助が必要」、医療的ケア者は医療

的ケア児に比べ「訪問入浴サービスを利している」と回答する人がそれぞれ多くみられる。 

入 浴 
 

全
面
介
助
が
必
要

訪
問
入
浴
サー

ビ

ス
を
利
用
し
て
い

る 一
部
介
助
が
必
要

自
宅
で
の
入
浴
は

で
き
な
い（

介

助、

浴
槽
の
ス

ペー

ス
等）

介
助
の
必
要
は
な

い 見
守
り
が
必
要

不
　
明

72.0 

19.5 

11.0 

4.6 3.9 3.2 2.1 

0

20

40

60

80
全体(n＝282)

％

 

単位：％
サ
ン
プ
ル
数

全
面
介
助
が
必
要

訪
問
入
浴
サー

ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る

一
部
介
助
が
必
要

自
宅
で
の
入
浴
は
で

き
な
い（

介
助、

浴

槽
の
ス
ペー

ス
等）

介
助
の
必
要
は
な
い

見
守
り
が
必
要

不
　
明

282 72.0 19.5 11.0 4.6 3.9 3.2 2.1

医療的ケア児
（０～17才）

136 89.0 11.8 7.4 2.9 1.5 1.5 -

医療的ケア者
（18才以上）

139 57.6 28.1 14.4 6.5 5.8 5.0 2.2

全体

区
分
別

 

 

（15）言語理解 

言語の理解度をみると、「言語は理解できる」が 34.0％、「簡単な言語は理解できる」が 19.1％

であり、これらを合わせ『言語の理解はできる』と回答する人は半数以上を占める。一方、「言語

は理解できない」と回答する人は 40.1％となっている。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「言語は理解できない」と回答する人が多

く、約６割を占めている。 

言語理解 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

言語は理解

できない

40.1 

59.6 

22.3 

簡単な言語は理

解できる

19.1 

25.0 

13.7 

言語は理解

できる

34.0 

11.8 

56.1 

不 明

6.7 

3.7 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（16）コミュニケーション支援 

コミュニケーション支援をみると、「手話が必要」が 2.8％、「ひらがな表記が必要」が 2.5％、

「要約筆記が必要」が 1.8％にとどまり、「必要ない」（32.6％）と回答する人は３割以上を占めて

いる。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示しているが、医療的ケア者は医療的ケ

ア委に比べ「必要ない」と回答する人が多い。 

 

コミュニケーション支援 
 

手
話
が
必
要

ひ
ら
が
な
表
記

が
必
要

要
約
筆
記
が
必

要 必
要
な
い

そ
の
他

不
　
明

2.8 2.5 1.8 

32.6 
29.8 

31.9 

0

10

20

30

40

50
全体(n＝282)

％

 

 

単位：％
サ
ン
プ
ル
数

手
話
が
必
要

ひ
ら
が
な
表
記
が
必

要 要
約
筆
記
が
必
要

必
要
な
い

そ
の
他

不
　
明

282 2.8 2.5 1.8 32.6 29.8 31.9

医療的ケア児
（０～17才）

136 4.4 2.9 - 19.1 31.6 44.1

医療的ケア者
（18才以上）

139 1.4 2.2 3.6 46.8 28.1 18.7

全体

区
分
別
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２．現在かかっている医療機関 

現在かかっている医療機関（病院・診療所）の月平均通院回数をみると、①主たる医療機関は

1.52 回、②従たる医療機関は 1.74 回、③その他（リハビリテーション）は 3.99 回となっている

が、③その他（リハビリテーション）は「４回」、「５～９回」と回答する人が多い。 

次に、医療機関への月平均訪問回数をみると、①主たる医療機関は 2.47 回、②従たる医療機関

は 3.43 回、③その他（リハビリテーション）は 6.25 回となっているが、③その他（リハビリテー

ション）は「４回」、「５～９回」と回答する人が多い。 

また、医療機関までの平均片道所要時間をみると、①主たる医療機関は 28.76分、②従たる医療

機関は 29.67分、③その他（リハビリテーション）は 26.54分となっている。 

 

通院回数 
 

単位：％
サ
ン
プ
ル
数

１
回

２
回

３
回

４
回

５～

９
回

1
0
回
以
上

平
均（

回
／
月）

①主たる医療機関 172 74.4 16.9 4.1 2.9 0.6 1.2 1.52

②従たる医療機関 72 66.7 19.4 - 9.7 4.2 - 1.74

③その他（リハビリテー
ション等）

73 6.8 30.1 2.7 41.1 16.4 2.7 3.99
 

 

訪問回数 
 

単位：％
サ
ン
プ
ル
数

１
回

２
回

３
回

４
回

５～

９
回

1
0
回
以
上

平
均（

回
／
月）

①主たる医療機関 81 21.0 50.6 1.2 23.5 3.7 - 2.47

②従たる医療機関 68 19.1 47.1 2.9 13.2 14.7 2.9 3.43

③その他（リハビリテー
ション等）

56 7.1 7.1 3.6 33.9 33.9 14.3 6.25
 

 

片道所要時間 
 

単位：％
サ
ン
プ
ル
数

1
5
分
以
下

3
0
分
以
下

4
5
分
以
下

6
0
分
以
下

6
1
分
以
上

平
均（

分）

①主たる医療機関 207 31.9 36.7 17.4 11.6 2.4 28.76

②従たる医療機関 146 31.5 38.4 9.6 17.8 2.7 29.67

③その他（リハビリテー
ション等）

84 33.3 42.9 10.7 13.1 - 26.54
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３．主たる医療機関への移動距離と移動方法 

主たる医療機関までの移動距離をみると、「10 ㎞未満」（42.4％）が最も多く、次いで「10～30

㎞」（30.1％）となっているが、「31㎞以上」（6.7％）も数パーセントみられる。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示している。 

次に、主たる医療機関への移動方法をみると、「自家用車」（61.7％）が最も多く、以下、「福祉

タクシー」（14.5％）、「移動支援サービス」（4.6％）、「公共機関」（3.2％）と続いている。 

区分別にみると、医療的ケア児は「自家用車」（89.0％）に特化しているが、医療的ケア者は医

療的ケア児に比べ「福祉タクシー」（16.6％）の利用者が多くみられる。 

 

移動距離 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

10km未満

42.6 

41.9 

45.3 

10～30km

30.1 

39.0 

21.6 

31km以上

6.7 

11.0 

2.9 

不 明

20.6 

8.1 

30.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

移動方法 

 

自
家
用
車

福
祉
タ
ク
シー

移
動
支
援
サー

ビ
ス

公
共
機
関

そ
の
他

不
　
明

61.7 

14.5 

4.6 3.2 

13.1 11.3 

0

20

40

60

80
全体(n＝282)

％

 
単位：％

サ
ン
プ
ル
数

自
家
用
車

福
祉
タ
ク
シー

移
動
支
援
サー

ビ
ス

公
共
機
関

そ
の
他

不
　
明

282 61.7 14.5 4.6 3.2 13.1 11.3

医療的ケア児
（０～17才）

136 89.0 2.9 1.5 3.7 4.4 5.1

医療的ケア者
（18才以上）

139 36.0 26.6 7.9 2.9 21.6 15.8

全体

区
分
別
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４．医療機関の受診で困っていること 

医療機関の受診について困っていることをみると、「移動に人手が必要である」（40.1％）が最も

多く、次いで「通院に時間がかかる」（29.8％）、「通院にかかる交通費の負担が大きい」（15.2％）

となっている。 

区分別にみると、いずれも「移動に人手が必要である」が最も多いが、医療的ケア児は医療的ケ

ア者に比べ「通院に時間がかかる」と回答する人が多くみられる。 

医療機関の受診で困っていること 
 

移
動
に
人
手
が
必

要
で
あ
る

通
院
に
時
間
が
か

か
る

通
院
に
か
か
る
交

通
費
の
負
担
が
大

き
い

訪
問
診
療、

往
診

に
対
応
し
て
く
れ

る
医
療
機
関
が
な

い 障
が
い
等
に
関
係

な
い
疾
患
で
あっ

て
も
受
診
を
断
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

不
　
明

40.1 

29.8 

15.2 

5.3 
3.5 

13.1 

34.4 

0

10

20

30

40

50
全体(n＝282)

％

 
単位：％

サ
ン
プ
ル
数

移
動
に
人
手
が
必
要

で
あ
る

通
院
に
時
間
が
か
か

る 通
院
に
か
か
る
交
通

費
の
負
担
が
大
き
い

訪
問
診
療、

往
診
に

対
応
し
て
く
れ
る
医

療
機
関
が
な
い

障
が
い
等
に
関
係
な

い
疾
患
で
あっ

て
も

受
診
を
断
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る

そ
の
他

不
　
明

282 40.1 29.8 15.2 5.3 3.5 13.1 34.4

医療的ケア児
（０～17才）

136 41.9 39.0 16.2 8.8 6.6 22.1 17.6

医療的ケア者
（18才以上）

139 38.8 20.9 14.4 1.4 0.7 5.0 49.6

全体

区
分
別

 

 

５．在宅療養中の入退院頻度 

在宅療養中の入退院頻度をみると、「不定期」（15.6％）が最も多いものの、「月に１回」（2.1％）、

「２～３ヶ月に１回」（9.9％）、「半年に１回」（14.5％）、「年に１回」（11.0％）をあわせた『年１

回以上』（37.5％）では約４割を占めている。なお、「入院なし」（13.1％）は１割程度となってい

る。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示している。 

在宅療養中の入退院頻度 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

月に１回

2.1 

2.9 

1.4 

２～３ヶ

月に１回

9.9 

9.6 

10.8 

半年に

１回

14.5 

16.9 

12.9 

年に１回

11.0 

8.8 

13.7 

不定期

15.6 

16.2 

15.8 

その他

9.2 

14.7 

4.3 

入院なし

13.1 

9.6 

15.8 

不 明

24.5 

21.3 

25.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 



 

23 

§３３３３．．．．家族家族家族家族・・・・介助者介助者介助者介助者のののの状況状況状況状況についてについてについてについて    

 

１．医療的ケア児者と同居する家族 

医療的ケア児者と同居する家族をみると、「母」（63.1％）が最も多く、次いで「父」（52.8％）、

「兄弟姉妹」（42.6％）となっており、以下、「祖母」、「子」（各々10.3％）、「祖父」（4.3％）とな

っている。 

区分別にみると、医療的ケア児は全体結果と同様の傾向を示しているが、医療的ケア者は身近な

親族以外である「その他」（43.2％）が最も多く、以下、「母」（30.2％）、「父」（20.9％）、「子」（11.5％）

と続いている。 

医療的ケア児者と同居する家族 
 

母 父 兄

弟

姉

妹

祖

　

母

子 祖

　

父

そ

の

他

不

　

明

63.1 

52.8 

42.6 

10.3 10.3 

4.3 

22.0 

10.3 

0

20

40

60

80
全体(n＝282)

％

 
 

単位：％
サ
ン
プ
ル
数

母 父 兄
弟
姉
妹

祖
　
母

子 祖
　
父

そ
の
他

不
　
明

282 63.1 52.8 42.6 10.3 10.3 4.3 22.0 10.3

医療的ケア児
（０～17才）

136 98.5 86.0 74.3 16.9 - 7.4 1.5 -

医療的ケア者
（18才以上）

139 30.2 20.9 11.5 3.6 20.9 1.4 43.2 18.0

全体

区
分
別

 
 

２．本人以外の要介助者の有無 

本人（医療的ケア児者）以外の要介助者の有無をみると、「いる」（8.9％）が１割程度みられる

が、「いない」（81.6％）と回答する人が大半を占めている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示している。 

本人以外の要介助者の有無 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

い る

8.9 

8.1 

9.4 

いない

81.6 

91.9 

74.1 

不 明

9.6 

16.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３．医療的ケア児者の主たる介助者 

医療的ケア児者の主たる介助者をみると、「母」（58.2％）が最も多く、以下、「その他」（16.3％）、

「子」（6.7％）、「父」、「兄弟姉妹」（各々1.4％）、「祖母」（0.4％）と続いている。 

区分別にみると、医療的ケア児は「母」（94.1％）に特化しているが、医療的ケア者は身近な親

族以外である「その他」（33.1％）が最も多く、以下、「母」（25.2％）、「子」（13.7％）の順となっ

ている。 

 

医療的ケア児者の主たる介助者 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

父

1.4 

1.5 

0.7 

母

58.2 

94.1 

25.2 

兄弟姉妹

1.4 

2.9 

祖 父 祖 母

0.4 
0.7 

子

6.7 

13.7 

その他

16.3 

33.1 

不 明

15.6 

3.7 

24.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

４．主たる介助者の年代 

主たる介助者の年代をみると、「40 歳代」（28.0％）が最も多く、次いで「30 歳代」（23.0％）、

「60歳代」（13.5％）、「50歳代」（12.1％）、「70歳代」（7.4％）となっている。 

区分別にみると、医療的ケア児は「30歳代」（44.9％）と「40歳代」（47.1％）に集中している

が、医療的ケア者は「60歳代」（26.6％）が最も多く、以下、「50歳代」（20.9％）、「70歳代」（15.1％）

と続き、医療的ケア児の回答結果とは大きく異なっている。 

 

主たる介助者の年代 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

30歳未満

1.1 

2.2 

30歳代

23.0 

44.9 

2.9 

40歳代

28.0 

47.1 

9.4 

50歳代

12.1 

3.7 

20.9 

60歳代

13.5 

0.7 

26.6 

70歳代

7.4 

15.1 

80歳以上

3.5 

7.2 

不 明

11.3 

1.5 

18.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５．主たる介助者の健康状態 

主たる介助者の健康状態をみると、「健康」（55.0％）が過半数を占めるものの、「疾病はあるが

介助に支障はない」（23.0％）は２割以上、「疾病により介助に支障がある」（10.6％）は１割みら

れる。 

区分別にみると、医療的ケア児の介助者は年代が低いため「健康」（72.8％）と答える人が多い

が、医療的ケア者の介助者は「健康」（38.8％）と回答する人が４割にも満たない。 

 

主たる介助者の健康状態 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

健 康

55.0 

72.8 

38.8 

疾病はあるが介

助に支障はない

23.0 

18.4 

28.1 

疾病により介助

に支障がある

10.6 

8.1 

13.7 

不 明

11.3 

0.7 

19.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

６．主たる介助者の平均睡眠時間 

主たる介助者の平均睡眠時間をみると、全体では 5.27 時間となっているが、「４時間未満」

（10.6％）が１割、「４時間以上５時間未満」（16.3％）が１割強もみられる。 

区分別にみると、医療的ケア児の介助者の平均睡眠時間は 5.07 時間、医療的ケア者の介助者の

平均睡眠時間は 5.51 時間と、医療的ケア児の介助者の平均睡眠時間が短い。 

 

主たる介助者の平均睡眠時間 
 

凡　例
平均

（時間）

全体(n＝282) 5.27

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
5.07

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
5.51

区

分

別

４時間未満

10.6 

14.0 

7.9 

４時間以上

５時間未満

16.3 

22.1 

11.5 

５時間以上

６時間未満

22.7 

28.7 

17.3 

６時間以上

７時間未満

23.0 

24.3 

21.6 

７時間以上

８時間未満

8.9 

5.9 

12.2 

８時間以上

2.8 

2.9 

2.9 

不 明

15.6 

2.2 

26.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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７．主たる介助者以外の介助者（「従たる介助者」）の有無 

医療的ケア児者の従たる介助者の有無をみると、「いる」（54.3％）が半数以上を占めているが、

「いない」（37.2％）と答える人も４割弱みられる。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「いる」と回答する人が多く、医療的ケア

児は「いる」（66.9％）と答える人が６割強を占めている。 

 

従たる介助者の有無 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

い る

54.3 

66.9 

43.2 

いない

37.2 

33.1 

42.4 

不 明

8.5 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

８．従たる介助者とその平均睡眠時間 

「従たる介助者」がいると答えた人にその続柄を尋ねたところ、「父」（66.0％）が最も多く、以

下、「祖母」（20.3％）、「子」（13.7％）、「兄弟姉妹」（10.5％）と続いている。 

また、「従たる介助者」の平均睡眠時間を尋ねたところ、全体では 6.10 時間となっているが、「４

時間未満」（1.3％）、「４時間以上５時間未満」（8.5％）などもみられる。 

 

従たる介助者 従たる介助者の平均睡眠時間 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平均＝6.10時間】

４時間未満

1.3%

４時間以上

５時間未満

8.5%

５時間以上

６時間未満

17.0%

６時間以上

７時間未満

25.5%
７時間以上

８時間未満

17.6%

８時間以上

7.8%

不 明

22.2%

全体(n＝153)

父 祖
　
母

子 兄
弟
姉
妹

祖
　
父

母 そ
の
他

不
　
明

66.0 

20.3 

13.7 
10.5 

3.9 2.0 

8.5 

2.0 

0

20

40

60

80
全体(n＝153)

％
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９．主たる介助者の就労状況 

主たる介助者の就労状況をみると、「就労している」（25.5％）が４人中１人にとどまり、「就労

希望はない」（30.5％）が３割、「預け先があれば、就労したい」（21.3％）が２割など、様々な就

労実態に分かれている。なお、就労している人の週平均就労日数は 4.47 日、１日あたり平均就労

時間は 6.21 時間である。 

区分別にみると、医療的ケア児者ともに「就労している」と回答する人はほぼ同率だが、医療的

ケア児において「預け先があれば、就労したい」（39.7％）と答える人はと約４割を占めている。 

 

主たる介助者の就労状況 
 

凡　例

全体(n＝282) 4.47 6.21 7.00

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
4.03 5.69 7.00

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
5.04 6.90 -

区

分

別

就労日数

平均（日

／週）

就労時間

平均（時

間／日）

再開予定

時期平均

（才）

就労している

25.5 

28.7 

23.0 

就労希望は

ない

30.5 

25.0 

36.7 

預け先があれ

ば、就労

したい

21.3 

39.7 

4.3 

今後、就労を

再開予定

である

1.1 

2.2 

不 明

21.6 

4.4 

36.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

１０．就労時に求めるサービス 

「預け先があれば、就労したい」又は「今後、就労を再開予定である」と答えた人に就労時に求

めるサービスを尋ねたところ、医療的ケア児が小学校就学前児童の場合、「保育所等集団保育を行

う施設で、医療的ケアを提供する体制を整えること」（38.1％）、「自宅と保育所等の施設間の送迎

サービスが利用できること」（34.9％）がほぼ同率で多く、次いで「自宅への訪問型保育サービス

があること」（22.2％）となっている。 

一方、医療的ケア児が小学校就学後児童の場合、「自宅と放課後等デイサービス等事業所間の送

迎があること」（31.7％）、「小学校等の放課後に、放課後等デイサービスを利用できること」、「在

宅療養への支援があること」（各々25.4％）の順で多くなっている。 

 

就労時に求めるサービス（小学校就学前の児童） 就労時に求めるサービス（小学校就学後の児童） 
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§４４４４．．．．医療的医療的医療的医療的ケアがケアがケアがケアが必要必要必要必要なななな方方方方のののの日常生活日常生活日常生活日常生活についてについてについてについて    

 

１．平日の日中に過ごしている場所 

平日の日中に過ごしている場所をみると、「自宅」（72.0％）が７割以上と圧倒的に多く、以下、

「特別支援学校」（20.6％）、「児童発達支援事業所（重症心身障がい児）」（13.1％）、「日中一次支

援施設」（12.8％）と続いている。 

区分別にみると、医療的ケア児は全体結果とほぼ同様の傾向を示しているが、医療的ケア者の回

答は「自宅」（79.1％）に特化している。 
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282 72.0 20.6 13.1 12.8 1.8 1.1 0.4 0.4 - - 10.6 8.2

医療的ケア児
（０～17才）

136 67.6 40.4 25.7 15.4 3.7 2.2 0.7 0.7 - - 5.1 0.7

医療的ケア者
（18才以上）

139 79.1 - 1.4 10.8 - - - - - - 15.1 13.7

全体

区
分
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２．日中に過ごしている場所で必要な医療的ケア 

日中に過ごしている場所で必要な医療的ケアを尋ねたところ、「経管栄養」（61.3％）が最も多く、

次いで「口鼻腔吸引」（48.6％）、「気管切開部（気管カニューレ）」（41.1％）、「酸素療法」（29.8％）、

「人工呼吸器」（27.0％）となっている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示しているが、医療的ケア児は医療的ケ

ア者と比較して「経管栄養」、「口鼻腔吸引」、「気管切開部（気管カニューレ）」を回答する人が多

い。 

 

日中に過ごしている場所で必要な医療的ケア 
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282 61.3 48.6 41.1 29.8 27.0 5.7 1.4 11.0 12.1

医療的ケア児
（０～17才）

136 78.7 59.6 50.7 28.7 24.3 4.4 - 16.2 2.9

医療的ケア者
（18才以上）

139 46.8 39.6 33.1 31.7 30.9 6.5 2.9 6.5 18.7

全体

区
分
別

 

 



 

30 

３．施設や幼稚園・学校など、通所・通学等の状況 

施設や幼稚園・学校などの通所・通学等状況をみると、「通所、通園、通学」（41.8％）が最も多

く、次いで「訪問教育」（8.9％）、「その他」（2.8％）となっている。なお、通所、通園、通学をし

ている人の週平均日数は 3.77 日、訪問教育をしている人の週平均日数は 2.75 日である。 

区分別にみると、医療的ケア児は全体結果と同様の傾向を示しているが、医療的ケア者の回答は

「不明」に特化している。 

施設や幼稚園・学校など、通所・通学等の状況 
 

凡　例
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４．施設や幼稚園・学校までの移動距離（※医療的ケア児のみ） 

医療的ケア児における施設や幼稚園・学校までの移動距離をみると、「10 ㎞未満」（52.1％）が

半数以上、「10～30㎞」（40.6％）が４割とこの二者で大半を占めるが、「31㎞以上」（1.0％）が僅

かながらみられる。 

 

施設や幼稚園・学校までの移動距離 
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５．施設や幼稚園・学校への通所・通学方法（※医療的ケア児のみ） 

医療的ケア児における施設や幼稚園・学校への通所・通学方法をみると、「介助者の車で通所、

通学」（72.9％）が最も多く、次いで「施設の車両、通学用バス」（19.8％）、「介助者の付き添いで

通所、通学」（17.7％）となっており、「移動支援サービス」（3.1％）と答える人は数パーセントに

とどまっている。 

 

施設や幼稚園・学校への通所・通学方法 
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６．施設や幼稚園・学校からの帰宅方法（※医療的ケア児のみ） 

医療的ケア児における施設や幼稚園・学校からの帰宅方法をみると、「介助者の車で通所、通学」

（59.4％）、「施設・放課後等デイサービスの車両、通学用バス」（46.9％）の二者が中心となって

おり、以下、「介助者の付き添いで通所、通学」（22.9％）、「移動支援サービス」（4.2％）と続いて

いる。 

 

施設や幼稚園・学校からの帰宅方法 
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７．幼稚園や学校に通っている方の状況（※医療的ケア児のみ） 

幼稚園・学校に通っている医療的ケア児において、幼稚園・学校での保護者の付添いの必要性を

尋ねたところ、「必要」が 43.3％、「不要」が 51.7％と、回答が大きく分かれている。 

一方、宿泊を伴う行事における介助保護者の付添いの必要性を尋ねたところ、「必要」（78.3％）

が８割弱を占め、「不要」（10.0％）を大きく上回っている。ちなみに、宿泊を伴う行事における医

療的ケアの実施者は、「その他」（63.3％）が中心であり、以下、「看護師」（20.0％）、「在宅で医療

的ケアをお願いしている方」（6.7％）、「幼稚園や学校の職員」（5.0％）、「利用している福祉サービ

ス事業所の職員」（3.3％）と続いている。 

また、保護者以外で誰に医療的ケアを実施してもらいたいかを尋ねたところ、「看護師」（90.0％）

が圧倒的に多く、以下、「幼稚園や学校の職員」（21.7％）、在宅で医療的ケアをお願いしている方」

（11.7％）と続いている。 

 

保護者の付添の必要性 宿泊を伴う行事における医療的ケア実施者 
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宿泊を伴う行事における保護者の付添の必要性 保護者以外で希望する医療的ケア実施者 
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８．施設や幼稚園・学校で利用したいサービス（自由回答） 

施設や幼稚園・学校に関し、どのようなサービスがあれば利用したいかという自由回答を整理す

ると、以下の通りとなっている。 

 
 

施設や幼稚園・学校で利用したいサービス 

看護師の配置・支援
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§５５５５．．．．在宅在宅在宅在宅療養療養療養療養についてについてについてについて    

 

１．在宅療養開始時における相談状況 

在宅療養開始時における相談状況をみると、「相談した」（67.7％）が６割強を占めるものの、「相

談しなかった」（9.2％）、「相談したいことがなかった」（3.2％）、「相談したいが誰にも相談できな

かった」（2.8％）と回答した人も僅かながらみられる。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示している。 

 

在宅療養開始時における相談状況 
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２．在宅療養に関する相談先 

在宅療養を相談したと答えた人に相談先を尋ねたところ、「病院（主治医・看護師・地域医療相

談職員）」（74.1％）が最も多く、次いで「訪問看護師」（65.6％）となっており、この二者に回答

が集中しており、以下、「相談支援事業所の相談員」（37.2％）、「家族・親戚・知人」（22.3％）、「地

域のかかりつけの開業医」（12.4％）、「市町村の保健・福祉担当の職員」（10.6％）と続いている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示しているが、医療的ケア児は医療的ケ

ア者に比べ「病院（主治医・看護師・地域医療相談職員）」、「訪問看護師」、「相談支援事業所の相

談員」、「家族・親戚・知人」を回答する人が多い。 
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単位：％
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（18才以上）

139 69.8 60.4 28.1 15.8 12.9 10.8 - 2.2 1.4 0.7 11.5 9.4

全体

区
分
別

 

 

 

３．相談に関して困っていること 

相談に関して困っていることを尋ねたところ、「相談先はわかるが、必要な情報を得られない」

（10.6％）が最も多く、次いで「どこに相談をして良いかわからない」（6.7％）、「相談窓口が複数

あり、該当する相談先がわかりにくい」（4.6％）、「相談先から新たな相談先を紹介してもらえない」

（1.4％）となっており、いずれも回答者は少なくなっている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示している。 

 

相談に関して困っていること 
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明

10.6 
6.7 4.6 

1.4 
5.3 

75.5 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝282)

％
単位：％

サ
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プ

ル

数
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が

、
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要

な

情

報

を
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な

い

ど

こ

に

相

談

を
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て

良

い

か

わ

か

ら

な

い

相

談

窓

口

が

複

数

あ

り

、

該

当

す

る

相

談

先

が

わ

か

り

に

く

い

相

談

先

か

ら

新

た

な

相

談

先

を

紹

介

し

て

も

ら

え

な

い

そ

の

他

不

　

明

282 10.6 6.7 4.6 1.4 5.3 75.5

医療的ケア児

（０～17才）

136 17.6 7.4 7.4 2.9 7.4 62.5

医療的ケア者

（18才以上）

139 4.3 5.8 2.2 - 3.6 87.8

全体

区

分

別
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４．地域在宅医療支援センターの認知状況 

地域在宅医療支援センターの認知状況をみると、「知っている。利用したことがある」が 5.7％、

「知っているが、利用したことはない」が 11.5％と、認知率、利用率ともに低く、「知らない」

（54.8％）と回答した人が半数以上を占める。 

 

地域在宅医療支援センターの認知状況 
 

知っている。利用

したことがある

5.7%

知っているが、利

用したことはない

11.5%

知らない

54.9%

不 明

27.9%

全体(n＝122)
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§６６６６．．．．災害対策災害対策災害対策災害対策についてについてについてについて    

 

１．災害時における同居家族以外の協力者の有無 

災害時における同居家族以外の協力者の有無をみると、「いる」（50.7％）、「いない」（45.0％）

が拮抗しており、区分別にみてもほぼ同様の傾向を示している。 

また、同居家族以外の協力者がいると答えた人に具体的な協力者を尋ねたところ、「同居以外の

家族、親族」（73.4％）が最も多く、以下、「地域住民（自治会、民生委員、自主防災組織など）」

（24.5％）、「友人・知人」（18.9％）と続いている。 

 

災害時における同居者以外の協力者の有無 具体的な協力者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．避難行動要支援者名簿への登録状況 

市町村の避難行動支援者名簿への登録状況をみると、「登録されている」（26.2％）は約４人中１

人にとどまっており、「登録されていない」（19.5％）は約２割、「わからない」（50.4％）が過半数

を占めている。 

区分別にみると、いずれも全体結果とほぼ同様の傾向を示している。 

 

避難行動要支援者名簿への登録状況 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

登録されている

26.2 

25.7 

28.1 

登録されて

いない

19.5 

22.1 

16.5 

わからない

50.4 

51.5 

48.9 

不 明

3.9 

0.7 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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組

織

な
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友

人
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知

人

そ

の

他

不

　

明

73.4 

24.5 
18.9 

4.2 3.5 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝143)

％

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

い る

50.7 

50.7 

49.6 

いない

45.0 

49.3 

42.4 

不 明

4.3 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３．身近な方以外の緊急連絡先 

家族などの身近な方以外の緊急連絡先をみると、「訪問看護ステーション」（42.2％）が最も多く、

次いで「病院主治医」（37.9％）、「呼吸器等の医療機器業者」（17.4％）、「居宅介護事業所」（12.8％）、

「地域のかかりつけ医」（9.9％）、「相談支援専門員」（8.5％）となっている。なお、「決まってい

ない」（37.9％）と回答する人は４割弱を占める。 

区分別にみると、医療的ケア児は「決まっていない」（48.5％）と回答する人が約半数を占め、

医療的ケア者の割合を大きく上回っている。 

 

身近な方以外の緊急連絡先 
 

訪
問
看
護
ス
テー

ショ

ン

病
院
主
治
医

呼
吸
器
等
の
医
療

機
器
業
者

居
宅
介
護
事
業
所

地
域
の
か
か
り
つ

け
医

相
談
支
援
専
門
員

市
町
村
の
保
健
セ

ン
ター

そ
の
他

決
まっ

て
い
な
い

不
　
明

42.2 

37.9 

17.4 

12.8 
9.9 8.5 

1.4 2.1 

37.9 

6.0 

0

10

20

30

40

50
全体(n＝282)

％

 

 
単位：％

サ
ン
プ
ル
数

訪
問
看
護
ス
テー

ショ

ン

病
院
主
治
医

呼
吸
器
等
の
医
療
機

器
業
者

居
宅
介
護
事
業
所

地
域
の
か
か
り
つ
け

医 相
談
支
援
専
門
員

市
町
村
の
保
健
セ
ン

ター そ
の
他

決
まっ

て
い
な
い

不
　
明

282 42.2 37.9 17.4 12.8 9.9 8.5 1.4 2.1 37.9 6.0

医療的ケア児
（０～17才）

136 40.4 34.6 8.1 4.4 9.6 11.0 - - 48.5 2.2

医療的ケア者
（18才以上）

139 44.6 41.7 26.6 20.9 10.8 5.8 2.9 4.3 27.3 8.6

全体

区
分
別

 
 

４．市町村地域防災計画の認知状況 

災害種類ごとの避難場所が定められている市町村地域防災計画の認知状況をみると、「知ってい

る」が 48.9％、「知らない」が 46.5％と、認知者と非認知者が拮抗している。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「知っている」と回答する人が少ない。 

 

市町村地域防災計画の認知状況 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

知っている

48.9 

39.7 

56.8 

知らない

46.5 

60.3 

34.5 

不 明

4.6 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５．災害種類別避難場所の認知状況 

市町村地域防災計画に定められている災害種類別避難場所の認知状況をみると、「知っている」

は 19.5％、「一部だけ知っている」は 24.5％にとどまり、「知らない」（51.4％）と答える人が過半

数を占めている。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「知らない」と回答する人が多くみられる。 

 

災害種類別避難場所の認知状況 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

知っている

19.5 

11.0 

27.3 

一部だけ知って

いる

24.5 

29.4 

18.7 

知らない

51.4 

59.6 

45.3 

不 明

4.6 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

６．医療機器の予備動力の有無 

医療機器の予備動力の有無をみると、①人工呼吸器については「有」が 77.4％、②吸引器につ

いては「有」が 68.3％、③在宅酸素療法については「有」が 92.4％を占めるものの、④自家発電

機の燃料については「有」は 6.5％と極めて低い。なお、「特に準備していない」と回答する人は

皆無となっている。 

ちなみに、各予備動力の平均使用可能時間をみると、①人工呼吸器は 6.15 時間、②吸引器は 3.34

時間、③在宅酸素療法は 7.96 時間、④自家発電機の燃料は 8.00 時間となっている。 

 

医療機器の予備動力の有無 
 

凡　例
平均

（時間）

①人工呼吸器(n＝106) 6.15

②吸引器(n＝199) 3.34

③在宅酸素療法
　(n＝145)

7.96

④自家発電機の燃料
　(n＝260)

8.00

⑤その他(n＝260) 15.55

あ り

77.4 

68.3 

92.4 

6.5 

7.7 

な し

13.2 

20.1 

2.8 

40.8 

7.3 

不 明

9.4 

11.6 

4.8 

52.7 

85.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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７．災害の備えに関しての不安点や行政等への要望（自由回答） 

災害時や災害に備えに関して、不安なことや行政等に望むことを整理すると、以下の通りとなっ

ている。 

 

災害の備えに関しての不安点や行政等への要望 

避難先・避難先情報

移動方法
・移動支援

電源（発電器など）

経管栄養剤などの必需
品

医療的ケア等の人的支
援

相談事・
相談窓口

避難行動要支援者名簿

その他

39

34

23

15

9

6

4

8

0 10 20 30 40 50
全体(n＝108)件
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§７７７７．．．．医療型障害児入所施設医療型障害児入所施設医療型障害児入所施設医療型障害児入所施設・・・・療養介護療養介護療養介護療養介護についてについてについてについて    

 

１．医療型障害児入所施設・療養介護の利用申込 
 

医療型障害児入所施設又は療養介護の利用申込の有無をみると、「申込をしている」は 4.6％、「今

は申込をしていないが、今後申込を考えている」は 22.0％と、これらを合わせた『潜在申込者』

は２割強にとどまっている。一方、「今後も申込は考えていない」（40.1％）と答える人は４割を占

める。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「申込をしている」、「今は申込をしていな

いが、今後申込を考えている」と回答する人がともに多い。 

 

医療型障害児入所施設・療養介護の利用申込 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

申込をしている

4.6 

8.1 

1.4 

今は申込をして

いないが、今後

申込を考えて

いる

22.0 

32.4 

12.9 

今後も申込は考

えていない

40.1 

51.5 

28.8 

不 明

33.3 

8.1 

56.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

２．利用申込からの待機期間 

利用申込をしていると答えた人に待機期間を尋ねたところ、「３年以上」（38.5％）が最も多く、

次いで「３か月未満」（23.1％）、「６か月以上１年未満」、「１年以上３年未満」（各々7.7％）とな

っている。 

 

利用申込からの待機期間 
 

３か月未満

23.1%

３か月以上

６か月未満

0.0%

６か月以上

１年未満

7.7%

１年以上

３年未満

7.7%

３年以上

38.5%

不 明

23.1%

全体(n＝13)
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３．利用申込の理由と入所希望時期 

利用申込をしている又今後申込を考えていると答えた人にその理由を尋ねたところ、「介助者の

高齢化」（58.7％）が最も多く、次いで「介助者の病気・健康状態」（46.7％）、「医療的ケア児者の

重度化」（25.3％）、「医療的ケアの困難さ」（18.7％）、「親・家族の介助」（12.0％）となっている。 

同様に、入所希望時期を尋ねたところ、「将来的に希望」（80.0％）が大半を占め、「できるだけ

早く」（6.7％）、「１年以内」（2.7％）、「５～６年以内」（4.0％）など、比較的早く具体的な時期を

答える人は少ない。 

 

利用申込の理由 
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介
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全体(n＝75)

％

 

 

入所希望時期 

できるだけ早く

6.7%

１年以内

2.7%

５～６年以内

4.0%

将来的に希望

80.0%

不 明

6.7%

全体(n＝75)
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§８８８８．．．．障障障障がいがいがいがい福祉福祉福祉福祉・・・・医療等医療等医療等医療等のののの日中日中日中日中サービスについてサービスについてサービスについてサービスについて    

 

１．日中サービスの利用状況 

（1）短期入所（ショートステイ） 

短期入所（ショートステイ）の利用状況をみると、「毎月利用した」は 13.5％、「時々利用して

いる」は 13.1％と、これらを合わせた『利用者』は２割強にとどまり、「利用していない」（43.3％）

と答える人は４割以上を占める。なお、毎月利用者の月平均日数は 4.97 日、時々利用者の年平均

日数は 12.91 日である。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「毎月利用した」、「時々利用している」と

回答する人がともに多いが、医療的ケア児の「利用していない」（49.3％）と答える人は約５割を

占める。 

日中サービスの利用状況（短期入所） 

 

凡　例

全体(n＝282) 4.97 12.91

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
4.86 10.00

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
5.13 20.33

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

13.5 

16.2 

11.5 

時々利用

している

13.1 

19.1 

7.9 

利用して

いない

43.3 

49.3 

39.6 

不 明

30.1 

15.4 

41.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

（2）生活介護 

生活介護の利用状況をみると、「毎月利用した」は 13.5％、「時々利用している」は 1.4％と、こ

れらを合わせた『利用者』は１割強にとどまり、「利用していない」（45.4％）と答える人は４割強

を占める。なお、毎月利用者の月平均日数は 15.48 日、時々利用者の年平均日数は 30.00 日である。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「毎月利用した」、「時々利用している」と

回答する人がともに少なく、医療的ケア児の「利用していない」（65.4％）と答える人は６割強を

占める。 

日中サービスの利用状況（生活介護） 
 

凡　例

全体(n＝282) 15.48 30.00

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
18.00 -

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
14.23 30.00

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

13.5 

8.1 

19.4 

時々利用

している

1.4 

0.7 

2.2 

利用して

いない

45.4 

65.4 

28.1 

不 明

39.7 

25.7 

50.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（3）日中一時支援 

日中一時支援の利用状況をみると、「毎月利用した」は 11.7％、「時々利用している」は 7.8％と、

これらを合わせた『利用者』は約２割にとどまり、「利用していない」（40.8％）と答える人は４割

を占める。なお、毎月利用者の月平均日数は 6.23 日、時々利用者の年平均日数は 5.00 日である。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「毎月利用した」、「時々利用している」と

回答する人がともに多いが、医療的ケア児の「利用していない」（47.8％）と答える人は４割強を

占める。 

 

日中サービスの利用状況（日中一時支援） 
 

凡　例

全体(n＝282) 6.23 5.00

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
5.56 5.21

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
9.00 2.00

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

11.7 

19.9 

4.3 

時々利用

している

7.8 

15.4 

0.7 

利用して

いない

40.8 

47.8 

35.3 

不 明

39.7 

16.9 

59.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

（4）児童発達支援センター 

児童発達支援センターの利用状況をみると、「毎月利用した」は 6.0％、「時々利用している」は

2.8％と、これらを合わせた『利用者』は１割にも満たず、「利用していない」（44.0％）と答える

人は４割以上を占める。なお、毎月利用者の月平均日数は 8.46 日、時々利用者の年平均日数は 4.40

日である。 

区分別にみると、医療的ケア者において『利用者』はいないが、医療的ケア児の「利用していな

い」（58.1％）と答える人は６割弱を占める。 

 

日中サービスの利用状況（児童発達支援センター） 
 

凡　例

全体(n＝282) 8.46 4.40

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
8.46 4.40

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
- -

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

6.0 

12.5 

時々利用

している

2.8 

5.9 

利用して

いない

44.0 

58.1 

31.7 

不 明

47.2 

23.5 

68.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（5）放課後等デイサービス 

放課後等デイサービスの利用状況をみると、「毎月利用した」は 20.2％、「時々利用している」

は 0.7％と、これらを合わせた『利用者』は２割にとどまり、「利用していない」（35.5％）と答え

る人は３割以上を占める。なお、毎月利用者の月平均日数は 12.45 日、時々利用者の年平均日数は

4.00 日である。 

区分別にみると、医療的ケア者において「毎月利用した」、「時々利用している」と回答する人は

ほぼいないが、医療的ケア児の「利用していない」（43.4％）と答える人は４割以上を占める。 

 

日中サービスの利用状況（放課後等デイサービス） 
 

凡　例

全体(n＝282) 12.45 4.00

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
12.45 -

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
- 4.00

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

20.2 

40.4 

時々利用

している

0.7 

0.7 

0.7 

利用して

いない

35.5 

43.4 

29.5 

不 明

43.6 

15.4 

69.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

（6）児童発達支援 

児童発達支援の利用状況をみると、「毎月利用した」は 6.7％、「時々利用している」は 0.4％と、

これらを合わせた『利用者』は１割にも満たず、「利用していない」（42.9％）と答える人は４割以

上を占める。なお、毎月利用者の月平均日数は 8.89日である。 

区分別にみると、医療的ケア者において『利用者』はいないが、医療的ケア児の「利用していな

い」（58.1％）と答える人は６割弱を占める。 

 

日中サービスの利用状況（児童発達支援） 
 

凡　例

全体(n＝282) 8.89 -

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
8.89 -

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
- -

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

6.7 

14.0 

時々利用

している

0.4 

0.7 

利用して

いない

42.9 

58.1 

29.5 

不 明

50.0 

27.2 

70.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（7）居宅介護（ホームヘルプサービス） 

居宅介護（ホームヘルプサービス）の利用状況をみると、「毎月利用した」は 31.9％、「時々利

用している」は 1.4％と、これらを合わせた『利用者』は３割以上を占めるが、「利用していない」

（30.1％）と答える人も３割みられる。なお、毎月利用者の月平均日数は 16.69日、時々利用者の

年平均日数は 11.00 日である。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ『利用者』はやや少なく、医療的ケア児の

「利用していない」（44.9％）と答える人は４割以上を占める。 

 

日中サービスの利用状況（居宅介護） 
 

凡　例

全体(n＝282) 16.69 11.00

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
16.76 -

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
16.65 11.00

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

31.9 

28.7 

36.7 

時々利用

している

1.4 

1.5 

1.4 

利用して

いない

30.1 

44.9 

16.5 

不 明

36.5 

25.0 

45.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

（8）訪問看護 

訪問看護の利用状況をみると、「毎月利用した」は 70.9％、「時々利用している」は 1.4％と、こ

れらを合わせた『利用者』は７割以上を占める。一方、「利用していない」（8.2％）と答える人は

１割にも満たない。なお、毎月利用者の月平均日数は 12.93 日、時々利用者の年平均日数は 5.00

日である。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ『利用者』は多く、医療的ケア児の「利用

していない」（8.8％）と答える人は１割にも満たない。 

 

日中サービスの利用状況（訪問看護） 
 

凡　例

全体(n＝282) 12.93 5.00

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
12.60 5.00

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
13.33 -

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

70.9 

80.9 

64.7 

時々利用

している

1.4 

2.2 

0.7 

利用して

いない

8.2 

8.8 

7.2 

不 明

19.5 

8.1 

27.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（9）訪問診療 

訪問診療の利用状況をみると、「毎月利用した」は 42.9％、「時々利用している」は 1.8％と、こ

れらを合わせた『利用者』は４割以上を占める。一方、「利用していない」（29.3％）と答える人も

約３割となっている。なお、毎月利用者の月平均日数は 2.58 日、時々利用者の年平均日数は 4.00

日である。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ『利用者』は少なく、医療的ケア児の「利

用していない」（47.8％）と答える人は４割強を占める。 

 

日中サービスの利用状況（訪問診療） 
 

凡　例

全体(n＝282) 2.58 4.00

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
2.11 3.50

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
2.88 5.00

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

42.9 

35.3 

52.5 

時々利用

している

1.8 

2.2 

1.4 

利用して

いない

29.4 

47.8 

12.2 

不 明

25.9 

14.7 

33.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

（10）通所介護 

通所介護の利用状況をみると、「毎月利用した」は 11.0％、「時々利用している」は 0.4％と、こ

れらを合わせた『利用者』は１割程度にとどまり、「利用していない」（50.4％）と答える人が過半

数を占めている。なお、毎月利用者の月平均日数は 11.03 日、時々利用者の年平均日数は 10.00

日である。 

区分別にみると、医療的ケア児における『利用者』は極めて少なく、医療的ケア児の「利用して

いない」（73.5％）と答える人は７割以上を占める。 

 

日中サービスの利用状況（通所介護） 
 

凡　例

全体(n＝282) 11.03 10.00

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
2.50 -

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
11.62 10.00

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

11.0 

1.5 

20.9 

時々利用

している

0.4 

0.7 

利用して

いない

50.4 

73.5 

29.5 

不 明

38.3 

25.0 

48.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（11）通所リハビリテーション 

通所リハビリテーションの利用状況をみると、「毎月利用した」は 28.7％、「時々利用している」

は 1.4％と、これらを合わせた『利用者』は３割にとどまり、「利用していない」（34.0％）と答え

る人も３割を占めている。なお、毎月利用者の月平均日数は 5.36 日、時々利用者の年平均日数は

5.50 日である。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ『利用者』はやや多いが、医療的ケア児の

「利用していない」（41.2％）と答える人は４割を占める。 

 

日中サービスの利用状況（通所リハビリテーション） 
 

凡　例

全体(n＝282) 5.36 5.50

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)
4.02 10.00

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)
7.45 1.00

平均

（日／

月）

平均

（日／

年）

区

分

別

毎月利用した

28.7 

36.0 

23.0 

時々利用

している

1.4 

1.5 

1.4 

利用して

いない

34.0 

41.2 

28.1 

不 明

35.8 

21.3 

47.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２．日中サービスを利用していない理由 

（1）短期入所（ショートステイ） 

短期入所（ショートステイ）を利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必要が

ない」（37.7％）が最も多く、以下、「預けるのが不安」（23.8％）、「利用できる施設が近くにない」

（14.8％）と続いている。 

 

日中サービスを利用していない理由（短期入所） 
 

必
要
が
な
い

預
け
る
の
が
不
安

利
用
で
き
る
施
設
が

近
く
に
な
い

申
し
込
ん
だ
が
対
応

で
き
る
医
師
若
し
く

は
看
護
師
が
い
な
い

と
断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
空
き

が
な
く
断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
医
療

行
為
は
で
き
な
い
と

断
ら
れ
た

費
用
が
高
い

そ
の
他

不
　
明

37.7 

23.8 

14.8 

5.7 
2.5 2.5 -

13.9 
9.8 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝122)

％

 

 

（2）生活介護 

生活介護を利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必要がない」（53.9％）が半

数以上と多く、その他の理由は数パーセントにとどまっている。 

 

日中サービスを利用していない理由（生活介護） 
 

必
要
が
な
い

利
用
で
き
る
施
設
が

近
く
に
な
い

預
け
る
の
が
不
安

申
し
込
ん
だ
が
空
き

が
な
く
断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
医
療

行
為
は
で
き
な
い
と

断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
対
応

で
き
る
医
師
若
し
く

は
看
護
師
が
い
な
い

と
断
ら
れ
た

費
用
が
高
い

そ
の
他

不
　
明

53.9 

6.3 5.5 
0.8 0.8 0.8 -

12.5 

23.4 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝128)

％

 

 



 

51 

（3）日中一時支援 

日中一時支援を利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必要がない」（47.0％）

が最も多く、以下、「利用できる施設が近くにない」（10.4％）、「預けるのが不安」（9.6％）と続い

ている。 

 

日中サービスを利用していない理由（日中一時支援） 
 

必
要
が
な
い

利
用
で
き
る
施
設
が

近
く
に
な
い

預
け
る
の
が
不
安

申
し
込
ん
だ
が
空
き

が
な
く
断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
医
療

行
為
は
で
き
な
い
と

断
ら
れ
た

費
用
が
高
い

申
し
込
ん
だ
が
対
応

で
き
る
医
師
若
し
く

は
看
護
師
が
い
な
い

と
断
ら
れ
た

そ
の
他

不
　
明

47.0 

10.4 9.6 
3.5 1.7 - -

12.2 
19.1 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝115)

％

 

 

（4）児童発達支援センター 

児童発達支援センターを利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必要がない」

（54.0％）が半数以上と多く、その他の理由は数パーセントにとどまっている。 

 

日中サービスを利用していない理由（児童発達支援センター） 
 

必
要
が
な
い

預
け
る
の
が
不
安

利
用
で
き
る
施
設
が

近
く
に
な
い

申
し
込
ん
だ
が
対
応

で
き
る
医
師
若
し
く

は
看
護
師
が
い
な
い

と
断
ら
れ
た

費
用
が
高
い

申
し
込
ん
だ
が
空
き

が
な
く
断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
医
療

行
為
は
で
き
な
い
と

断
ら
れ
た

そ
の
他

不
　
明

54.0 

5.6 4.8 
0.8 - - -

8.9 

28.2 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝124)

％
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（5）放課後等デイサービス 

放課後等デイサービスを利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必要がない」

（49.0％）が約半数と多く、その他の理由は数パーセントにとどまっている。 

 

日中サービスを利用していない理由（放課後等デイサービス） 
 

必
要
が
な
い

預
け
る
の
が
不
安

利
用
で
き
る
施
設
が

近
く
に
な
い

費
用
が
高
い

申
し
込
ん
だ
が
空
き

が
な
く
断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
医
療

行
為
は
で
き
な
い
と

断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
対
応

で
き
る
医
師
若
し
く

は
看
護
師
が
い
な
い

と
断
ら
れ
た

そ
の
他

不
　
明

49.0 

8.0 
4.0 

- - - -

14.0 

26.0 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝100)

％

 

 

（6）児童発達支援 

 

児童発達支援を利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必要がない」（55.4％）

が半数以上と多く、その他の理由は数パーセントにとどまっている。 

 

日中サービスを利用していない理由（児童発達支援） 
 

必
要
が
な
い

預
け
る
の
が
不
安

利
用
で
き
る
施
設
が

近
く
に
な
い

費
用
が
高
い

申
し
込
ん
だ
が
空
き

が
な
く
断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
医
療

行
為
は
で
き
な
い
と

断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
対
応

で
き
る
医
師
若
し
く

は
看
護
師
が
い
な
い

と
断
ら
れ
た

そ
の
他

不
　
明

55.4 

3.3 2.5 - - - -
6.6 

33.1 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝121)

％
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（7）居宅介護（ホームヘルプサービス） 

居宅介護（ホームヘルプサービス）を利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必

要がない」（57.6％）が５割強を占め、その他の理由は数パーセントにとどまっている。 

 

日中サービスを利用していない理由（居宅介護） 
 

必
要
が
な
い

預
け
る
の
が
不
安

利
用
で
き
る
施
設
が

近
く
に
な
い

申
し
込
ん
だ
が
医
療

行
為
は
で
き
な
い
と

断
ら
れ
た

費
用
が
高
い

申
し
込
ん
だ
が
空
き

が
な
く
断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
対
応

で
き
る
医
師
若
し
く

は
看
護
師
が
い
な
い

と
断
ら
れ
た

そ
の
他

不
　
明

57.6 

2.4 2.4 2.4 1.2 1.2 -

10.6 

24.7 

0

20

40

60

80

100
全体(n＝85)

％

 

 

（8）訪問看護 

訪問看護を利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必要がない」（78.3％）が８

割弱を占め、その他の理由はほとんどみられない。 

 

日中サービスを利用していない理由（訪問看護） 
 

必
要
が
な
い

預
け
る
の
が
不
安

利
用
で
き
る
施
設
が

近
く
に
な
い

費
用
が
高
い

申
し
込
ん
だ
が
空
き

が
な
く
断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
医
療

行
為
は
で
き
な
い
と

断
ら
れ
た

申
し
込
ん
だ
が
対
応

で
き
る
医
師
若
し
く

は
看
護
師
が
い
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（9）訪問診療 

訪問診療を利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必要がない」（56.6％）が５

割強を占め、その他の理由は数パーセントにとどまっている。 

 

日中サービスを利用していない理由（訪問診療） 
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（10）通所介護 

通所介護を利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必要がない」（51.4％）が半

数以上と多く、その他の理由は数パーセントにとどまっている。 

 

日中サービスを利用していない理由（通所介護） 
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（11）通所リハビリテーション 

通所リハビリテーションを利用していないと答えた人にその理由を尋ねたところ、「必要がない」

（46.9％）が４割以上と多く、その他の理由は数パーセントにとどまっている。 

 

日中サービスを利用していない理由（通所リハビリテーション） 
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56 

３．短期入所施設の利用種類 

直近１年間に短期入所施設を利用した人にその種類を尋ねたところ、「医療型短期入所」（60.0％）

が６割を占め、以下、「福祉型短期入所」（14.7％）、「医療型短期入所と福祉型短期入所の両方」

（8.0％）と続いている。なお、「どちらを利用したのかわからない」（9.3％）と答える人が１割程

度みられる。 

 

短期入所施設の利用種類 
 

医療型短期入所

60.0%

福祉型短期入所

14.7%

医療型短期入所と

福祉型短期入所

の両方

8.0%

どちらを利用した

のかわからない

9.3%

不 明

8.0%

全体(n＝75)
 

 

４．福祉型短期入所施設を利用した理由 

「福祉型短期入所」又は「医療型短期入所と福祉型短期入所の両方」と答えた人にその理由を尋

ねたところ、「受給者証で利用できるサービスが福祉型入所施設である」（29.4％）が最も多く、次

いで「その他」（17.6％）、「利用できる医療型短期入所が近くにない」（11.8％）、「医療型短期入所

に申し込んだが、空きがなく断られた」（5.9％）となっている。 

 

福祉型短期入所施設を利用した理由 
 

利用できる医療

型短期入所が

近くにない。

11.8%

医療型短期入所に

申し込んだが、空

きがなく断られた

5.9%

受給者証で利用で

きるサービスが福

祉型短期入所

である

29.4%

その他

17.6%

不 明

35.3%

全体(n＝17)
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５．小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業の認知状況 

平成 30年 1月に開始した「小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業」の認知状況をみると、

「知っている」（29.1％）は３割弱にとどまり、「知らない」（39.0％）と回答する人が多い。 

区分別にみると、医療的ケア児と医療的ケア者を比べると、医療的ケア児が「知っている」と回

答する割合が高く、５割弱となっている。 

 

小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業の認知状況 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

知っている

29.1 

47.8 

12.2 

知らない

39.0 

46.3 

30.2 

不 明

31.9 

5.9 

57.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

６．小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業の利用状況 

「小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業」を知っていると答えた人に利用したことがある

かを尋ねたところ、「利用したことがある」は 12.2％にとどまり、「利用したことはないが、利用

してみたい」は 43.9％となっている。一方、「今後も利用しない」（34.1％）と答える人は３割以

上みられる。 

 

小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業の利用状況 
 

利用したこと

がある

12.2%

利用したことは

ないが、利用

してみたい

43.9%

今後も

利用しない

34.1%

不 明

9.8%

全体(n＝82)
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７．小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業を利用していない理由 

「小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業」を利用したことはないが、利用してみたいと答

えた人にその理由を尋ねたところ、「対象者でない」（39.1％）が４割弱を占め、「預けるのが不安」

（18.8％）、「利用できる病院が近くにない」（9.4％）、「申し込んだが空きがなく断られた」（1.6％）

と答える人もみられる。 

 

小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業を利用していない理由 
 

預けるの

が不安

18.8%

利用できる病院が

近くにない

9.4%

申し込んだが空き

がなく断られた

1.6%
対象者でない

39.1%

その他

21.9%

不 明

9.4%

全体(n＝64)
 

 

８．その他の障がい福祉・医療サービスの利用状況 

先述の障がい福祉・医療サービス以外のサービスの利用状況を尋ねたところ、「訪問リハビリ」

（8 件）、「訪問入浴サービス」（3 件）、「通院介助」、「福祉タクシー」（各々2 件）などがあげられ

ている。 

 

その他の障がい福祉・医療サービスの利用状況 
 

最小値 最大値 平均値

訪問リハビリ 8 4.0 16.0 8.8

訪問入浴サービス 3 4.0 9.0 6.0

通院介助 2 3.0 7.0 5.0

福祉タクシー 2 1.0 1.0 1.0

訪問マッサージ 1

入院時コミュニケーション支援 1

心理リハビリテーションの訓練 1

訪問入浴、訪問リハビリ 1

日帰りショートステイ（医療型重心） 1

訪問歯科 1

地域支援サービス 1

4.0

3.0

2.0

1.0

サービス名称 件数
1か月の平均利用日数（日）

20.0

7.0

4.0
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９．利用しやすくなれば利用したい障がい福祉・医療サービス 

先述の障がい福祉・医療サービスが今よりも利用しやすくなれば利用したいサービスを尋ねたと

ころ、「短期入所（ショートステイ）」（39.0％）が最も多く、次いで「日中一時支援事業」（19.1％）、

「放課後等デイサービス」（16.0％）、「訪問診療」（10.3％）となっている。 

区分別にみると、総体的に医療的ケア児は医療的ケア者に比べ回答割合が高く、中でも「短期入

所（ショートステイ）」（61.8％）は６割に達している。 

 

利用しやすくなれば利用したい障がい福祉・医療サービス 
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282 39.0 19.1 16.0 10.3 9.2 6.4 6.0 6.0 3.9 2.5 43.3

医療的ケア児

（０～17才）

136 61.8 33.1 30.1 16.2 9.6 8.1 5.9 11.0 6.6 2.2 14.0

医療的ケア者

（18才以上）

139 17.3 6.5 1.4 5.0 8.6 5.0 5.8 0.7 0.7 2.9 71.2

全体

区

分

別

 

 

１０．サービスを利用する上での困り事の有無 

障がい福祉・医療サービスを利用する上での困りごとの有無をみると、「困っている」（34.4％）

は３人中１人もみられ、「困っていることはない」（38.3％）とほぼ同率となっている。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「困っている」と回答する人が多く、その

回答割合は 54.4％となっている。 

 

サービスを利用する上での困り事の有無 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

困っている

34.4 

54.4 

16.5 

困っていること

はない

38.3 

37.5 

39.6 

不 明

27.3 
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43.9 
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１１．サービスを利用する上での困り事の内容 

障がい福祉・医療サービスを利用する上で困りごとがあると答えた人にその内容を尋ねたところ、

「サービスを提供してくれる事業所がない」、「医療的ケアが必要なことを理由にサービス利用を断

られる」（各々39.2％）が最も多く、次いで「利用できるサービスの量が足りない」（32.0％）、「サ

ービスの質が充分でない」（27.8％）、「サービスを利用するための送迎がない」（25.8％）、「どのよ

うなサービスが利用できるか分からない」（20.6％）となっている。 

 

サービスを利用する上での困り事の内容 
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１２．生活を維持する上での困り事の有無 

現在の生活を維持する上での困りごとの有無をみると、「困っていることがある」（36.2％）と「困

っていることはない」（33.7％）は、ほぼ同率となっている。 

区分別にみると、医療的ケア児は医療的ケア者に比べ「困っていることがある」と回答する人が

多く、その回答割合は 50.0％となっている。 

 

生活を維持する上での困り事の有無 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別

困っていること

はない

33.7 

30.1 

38.1 

困っていること

がある

36.2 

50.0 

23.7 

不 明
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19.9 

38.1 
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１３．生活を維持する上での困り事の内容（自由回答） 

生活を維持するうえで困っている内容を整理すると、以下の通りとなっている。 

 

生活を維持する上での困り事の内容 

介助者の負担・不安

預け先（施設など）

就労面・金銭面

人的支援

相談窓口

その他

41
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全体(n＝94)件
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§９９９９．．．．心配心配心配心配事事事事のののの相談相談相談相談についてについてについてについて    

 

１．心配事相談先・相談機関の有無 
 

何か心配事がある際の相談先や相談機関の有無をみると、「相談できる人や相談機関がある」

（77.0％）は７割強を占め、「相談できるところがない」（3.2％）と答える人は極めて少ない。 

区分別にみると、いずれも「相談できる人や相談機関がある」と答える人が中心であり、医療的

ケア児はその回答割合が 88.2％を占めている。 

 

心配事相談先・相談機関の有無 
 

凡　例

全体(n＝282)

医療的ケア児（０～17才）

(N＝136)

医療的ケア者（18才以上）

(N＝139)

区

分

別
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88.2 

68.3 
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3.2 
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不 明

19.9 

6.6 
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２．具体的な相談先・相談機関 
 

相談先や相談機関があると答えた人にその相談先・相談機関を尋ねたところ、「相談支援事業所

の職員」（53.9％）が最も多く、次いで「他の医療的ケア児者の保護者」（41.0％）、「病院職員」（36.9％）、

「福祉施設の職員」（28.1％）、「家族・兄弟姉妹」（26.7％）、「学校の教師」（19.8％）となってい

る。 

 

具体的な相談先・相談機関 
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§１０１０１０１０．．．．ごごごご意見意見意見意見、、、、ごごごご要望要望要望要望についてについてについてについて    

 

以下の項目に対する意見・要望をを整理すると、以下の通りとなっている。 

 

１．医療的ケア児者の健康状態について 
 

医療的ケア児者の健康状態について 

状態安定（良い）

状態不安定（悪い）

その他

26

18

7

0 10 20 30

全体(n＝50)件

 

 

２．医療的ケア児者の日常生活について 
 

医療的ケア児者の日常生活について 

サービス利用

生活安定（良い）

生活不規則（悪い）

その他

15

9

1

24

0 10 20 30
全体(n＝48)件
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３．施設や幼稚園・学校での生活について 
 

施設や幼稚園・学校での生活について 

付き添い

送　迎

医療行為

施設受入

その他

17

12

11

11

21

0 5 10 15 20 25

全体(n＝61)件

 

４．医療的ケア児者の医療、保険サービス（歯科を含む）等の利用について 
 

医療的ケア児者の医療、保険サービス（歯科を含む）等の利用について 

歯　科

往　診

サービス利用

レスパイト

看護師

その他

13

6

6

3

1

13

0 5 10 15
全体(n＝41)件

 

 



 

65 

５．医療的ケア児者の福祉、介護サービス等の利用について 
 

医療的ケア児者の福祉、介護サービス等の利用について 

サービス利用

施設・事業所

レスパイト

入　浴

看護師

その他

31

15

6

3

1

2

0 10 20 30 40
全体(n＝54)件

 

 

６．医療的ケア児者の将来の生活設計について 
 

医療的ケア児者の将来の生活設計について 

将来不安

施設・事業所

自　宅

教育・体験

その他

24

18

6

6

10

0 10 20 30
全体(n＝57)件
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７．介助者について 
 

介助者について 

健康・体力

サービス利用

急病時

就　労

施設・事業所

時　間

学校・保育

睡　眠

その他

19

11

7

6

4

4

3

3

9

0 5 10 15 20 25
全体(n＝58)件

 

 

８．教えてほしい情報について 
 

教えてほしい情報について 

行政制度・サービス

施設・事業所

学校・保育

交流・コミュニティ

災　害

住　居

その他

20

8

8

3

2

2

5

0 5 10 15 20 25
全体(n＝39)件
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９．これまでに役立ったサービス等について 
 

これまでに役立ったサービス等について 

訪問看護

障がい児通所事業

レスパイト

入　浴

相談支援

その他

15

11

6

6

5

28

0 10 20 30 40
全体(n＝45)件

 

 

１０．その他 
 

その他 

要　望

意　見

その他

28

24

4

0 10 20 30 40

全体(n＝56)件

 

 


